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本機は、ＮＴＴアナログ回線やＴＡ（ターミナルアダプター）のアナログポートに接続する、２線式アナログ回線用です。

２線式以外の電話回線に接続されますと、本装置や交換機が故障する場合がありますので、接続しないで下さい。 

一般的に、２線式以外の電話線に接続するには、交換機のオプション製品（単体電話機アダプター等）が必要です。 



  - 1 -

■１ 概要 

◇本機搭載のユニットは、電話回線に接続し音声やデータのやりとりを行う、ＡＡ型ＮＣＵ（自動発着信型網制御ユニット）です。 

◇ＤＳＰ（デジタルシグナルプロセッサ）を搭載し、高いコストパフォーマンスを実現しています。 

◇発信電話番号受信機能（ナンバーディスプレイ）に対応し、識別自動着信が可能です。 

◇ＲＳ－２３２Ｃを内蔵し、ＡＴコマンド制御を行うことにより、ＣＴＩ（電話をコンピューターシステムに統合する技術）インターフェース

に使用可能です。 

■２ 特長 

◇スピーカーを内蔵していますので、相手の音声をモニターできます。 

◇回線エコーキャンセル機能を内蔵し、マイク入力（ＭＩＣ）からスピーカー出力（ＳＰ）への回り込みを軽減しています。 

◇ＤＴＭＦミュート機能を内蔵し、ＤＴＭＦ検出中、スピーカー出力（ＳＰ）を無音にしています。 

◇回線電圧検出機能を内蔵し、回線に並列接続された電話機使用の有無により、発信を留保します。 

◇呼出信号（リング）と話中音（ビジートーン）にメーク率と周期判定を行ない、誤動作を軽減しています。 

◇簡易音声検知機能を内蔵し、呼出音（リングバックトーン）を検知する前に音声検知が働いたときに、回線の切断動作を行なうこ

とができます。（設定により動作可能） 

◇内部信号処理は８Ｋｓｐｓですが、信号入出力を４倍サンプリングすることで、高音域を改善しています。 

◇（ＧＶのみ）８ＭＢのフラッシュメモリーを搭載し、１００メッセージ、合計約１７分の音声録音・再生が可能です。 

し、１００メッセージ、合計約１７分の音声録音・再生が可能です。 

■３ 添付品 

・ＡＣアダプター  ×１ 

・ジャンパーコネクタ ×１ 

・貼付ゴム足   ×４ 

・取扱説明書（本書）  ×1 

 

■４ 仕様 

◇使用環境 

  動作温度範囲  ・・・・・・・・・・・・・ －１０℃～６０℃（氷結および結露のないこと） 

 動作湿度範囲  ・・・・・・・・・・・・・ ５％ＲＨ～８５％ＲＨ 

◇電源部 

  定格電源電圧  ・・・・・・・・・・・・・ ＤＣ１２Ｖ（最大ＤＣ１６Ｖ） 

  消費電流  ・・・・・・・・・・・・・・・・・ １００ｍＡ以下（ＤＣ１２Ｖ、無負荷、スピーカー音量最低） 

◇接点部（ＲＥＬＡＹ） 

  最大負荷  ・・・・・・・・・・・・・・・・ ＡＣ１２５Ｖ ０．３Ａ、ＤＣ３０Ｖ ０．５Ａ 

◇マイク入力部（ＭＩＣ） 

  飽和電圧  ・・・・・・・・・・・・・・・・ ０．６Ｖｒｍｓ（２－３間にジャンパー）、５ｍＶｒｍｓ（１－２間にジャンパー） 

バイアス電圧  ・・・・・・・・・・・・・ ０Ｖ（２－３間にジャンパー）、５Ｖ（１－２間にジャンパー） 

  入力インピーダンス ・・・・・・・・・・ ５０ＫΩ（２－３間にジャンパー）、６００Ω（１－２間にジャンパー） 

◇スピーカー出力部（ＳＰ） 

  駆動スピーカー  ・・・・・・・・・・・・ ８Ω以上 

  最大出力   ・・・・・・・・・・・・・・・ ０．５Ｗ以上（ＤＣ１２Ｖ、８Ω負荷） 

◇フック入力部（ＡＣＣの№６） 

  入力ローレベル電圧範囲 ・・・・・・・ ０．０Ｖ～０．６Ｖ 

  入力ハイレベル電圧範囲 ・・・・・・・ ２．７Ｖ～５．５Ｖ 

  入力プルアップ抵抗 ・・・・・・・・・ ３．３ＫΩ±５％ 

◇ドライバー出力部（ＡＣＣの№２・№８） 

  許容負荷電圧  ・・・・・・・・・・・・・ ＤＣ２４Ｖ 

  許容ＯＮ電流  ・・・・・・・・・・・・・ ７０ｍＡ 

  ＯＮ抵抗  ・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４Ω以下 
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◇寸法 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  30(H)×1５０(W)×122(D)  （D:147 突起物含む） 

 

 

図４－１ 外観図 
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■５ 各部の名称と機能 

 

 

 

 

 

 

 

 

● ＶＲ    モニタースピーカーの音量調整用ボリュームです。 

● ＬＥＤ   前面パネルには、状態確認用の ＬＩＮＥ、ＵＳＥ、ＲＩＮＧ、ＰＯＷ の各ＬＥＤがあります。 

・ＬＩＮＥ  本装置が電話回線を使用している間（オフフック中）点灯します。 

・ＵＳＥ   電話機や他の装置が、電話回線を使用している間（オフフック中）点灯します。 

・ＲＩＮＧ  呼出し信号を検知すると点灯します。 

・ＰＯＷ   電源が入っている間点灯します。 

● ＭＩＣ 

表５－１ ＭＩＣ （マイク入力用φ３．５ジャック） 

№ 信 号 名 備    考 

１ マイク（－） プラグの付け根で、１００Ωを通してＧＮＤに接続 

２  〃 （＋） プラグの先端 

３ 未接続 プラグの中央 

● ＳＰ 

表５－２ ＳＰ （スピーカー出力用φ３．５ジャック） 

№ 信 号 名 備    考 

１ スピーカー（－） プラグの付け根で、ＧＮＤに接続 

２  〃   （＋） プラグの先端 

３ 未接続 プラグの中央 

 ※プラグを差し込むと、内蔵スピーカーの音は出なくなります。 

● ＡＣＣ 

表５－３ ＡＣＣ （多目的モジュラージャック） 

№ 信 号 名 備    考 

１ 電源出力 ＡＣアダプタージャックのセンターに接続 

２ フック状態出力 ＬＩＮＥ ＬＥＤと連動 

３ スピーカー出力 スピーカー出力用のφ３．５ジャック（ＳＰ）の№２に接続 

４ マイク入力 マイク入力用のφ３．５ジャック（ＭＩＣ）の№２に接続 

５ マイクＧＮＤ １００Ωの抵抗を通して、ＧＮＤに接続 

６ フック入力 ３．３ＫΩでプルアップしている 

７ ＧＮＤ 電源出力及びマイク入力以外の信号コモン（０Ｖ）を接続

８ 回線使用禁止状態出力 ＵＳＥ ＬＥＤと連動 

 ※スピーカー出力を使用する場合は、アンプの過負荷をさけるため、内蔵スピーカーは取り外して下さい。 

図５－１ 前面 

図５－3 

ＡＣＣジャック 

正面から見て 

№8 ･･･ №１ 

№２ №１ 

№３ 

φ3.5 プラグ 

MIC 入力 / SP 出力

図５－２ 
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● ＤＣ１２Ｖ   電源入力ジャックです。（ＤＣ１２Ｖ センター プラス） 

● ＬＩＮＥ   電話回線接続用モジュラージャックです。（表５－４） 

● ＦＧ   接地端子です。 

● ＲＥＬＡＹ   電話回線中継用モジュラージャックです。（表５－５）   設定により変更可能です。(表６－１参照) 

● ＲＳ－２３２Ｃ  制御用Ｄ－ＳＵＢコネクタです。（表５－６） 

表５－４ ＬＩＮＥ                    表５－５ ＲＥＬＡＹ 

№ 信号名 備    考 № 信号名 備    考 

１ 未接続  １ 未接続  

２ 〃  ２ 〃  

３ Ｌ２ 電話回線へ接続 ３ Ｌ２ 待機中はＬＩＮＥの№３に接続され、動作中は未接続 

４ Ｌ１ 〃 ４ Ｌ１ 待機中はＬＩＮＥの№４に接続され、動作中は未接続 

５ 未接続  ５ 未接続  

６ 〃  

 

６ 〃  

表５－６ ＲＳ－２３２Ｃ 

№ 信 号 名 備    考 

１ ＤＣＤ（キャリア検出出力） ＥＭＩ除去フィルターを通して、ＲＳ－２３２Ｃトランシーバーに接続 

２ ＲｘＤ（受信データ出力）                    〃 

３ ＴｘＤ（送信データ入力）                    〃 

４ ＤＴＲ（データ端末準備完了入力）                    〃 

５ ＳＧ（信号グランド） ＥＭＩ除去フィルターを通して、ＧＮＤに接続 

６ ＤＳＲ（送信データあり出力） ＥＭＩ除去フィルターを通して、ＲＳ－２３２Ｃトランシーバーに接続 

７ ＲＴＳ（送信要求入力）                    〃 

８ ＣＴＳ（送信許可出力）                    〃 

９ ＲＩ（被呼検出出力）                    〃 

 使用イメージの一例 

 

 

 

 

図５－４ 背面 

RS-232C      LINE       DC12V 

スピーカー

マイク 
電話回線  

RS-232C ストレートケーブル 

ＡＣアダプター 

図５－５ 

図のようにオペレーターによる操作のほか、パソコンに接続して

制御を行うことや、設定により単独使用もできます。 
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★ＡＵジャンパー設定 

■６ 設定について 

本装置には、マイクゲイン調整、ジャンパー設定（ＲＵおよびＡＵ）、フラッシュメモリー設定、の各調整および設定があります。 

マイクゲイン調整やジャンパー設定を行うときは、上蓋を外す必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★マイクゲイン調整 はＭＩＣの入力ゲインを無段階調整するボリュームです。 

 

★ジャンパー設定 

・ＲＵジャンパー設定（ＪＰ１）は、ＲＥＬＡＹ（電話回線中継用のモジュラージャック）の動作内容を設定します。（表６－1） 

・ＡＵジャンパー設定（ＪＰ２）は、ＭＩＣの入力ゲイン設定で、２－３間にジャンパーすると４２ｄＢダウンします。（表６－２） 

 

表６－１ ＲＵジャンパー（ＪＰ１）による「ＲＥＬＡＹ」接点出力の設定 

ジャンパー位置 備    考 デフォルト 

１－２間 ＬＩＮＥ ＬＥＤと連動 ○ 

１－３間 ＵＳＥ ＬＥＤと連動  

４－６間 ＲＩＮＧ ＬＥＤと連動  

５－６間 ＰＯＷ ＬＥＤと連動  

 

表６－２ ＡＵジャンパー（ＪＰ２）による「ＭＩＣ」入力レベルの設定 

ジャンパー位置 備    考 デフォルト 

１－２間 マイクレベル入力 ○ 

２－３間 ラインレベル入力  

図６－１ 

※ＮＣＵボード上のＳ１、ＪＰ１の設定は 
変更しないで下さい 

表６－１のように、デフォルトを変更する場合は、 

「ＲＥＬＡＹ」接点出力を、ａ接点またはｂ接点のいず 

れかに設定して使用します。 

 

出荷時に、ＣＮ２に接続されているコネクタを抜き、 

付属のジャンパーコネクタで、 

・ＣＮ３の№１－№２間をジャンパーすると、ａ接点 

・ＣＮ２の№１－№２間をジャンパーすると、ｂ接点 

として使用できます。 

 
ａ接点とは  待機中 開放／ 動作中 短絡 

ｂ接点とは  待機中 短絡／ 動作中 開放 
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★フラッシュメモリー設定は、ＲＳ－２３２ＣからＡＴコマンドを使用して、設定の［変更］［確認］を行なうことができます。 

表６－３ フラッシュメモリー基本設定一覧 （詳細は表７‐１に示します） 

№ 設 定 項 目 ＡＴコマンド デフォルト 

1 呼出信号の検知回数 ＡＴＳ０＝ｂｂｂ ０ 

2 話中音の検知回数 ＡＴＳ１＝ｂｂｂ ４ 

3 回線接続から相手先応答までの待ち時間 ＡＴＳ７＝ｂｂｂ ６０ 

4 ダイヤルポーズ時間 ＡＴＳ８＝ｂｂｂ ２ 

5 無音切断タイマー ＡＴＳ２９＝ｂｂｂ ０ 

6 非活動切断タイマー ＡＴＳ３０＝ｂｂｂ ０ 

7 ダイヤルポーズキャラクタ ＡＴＳ５８＝ｂｂｂ ４２ 

8 情報受信端末起動信号の検知回数 ＡＴＳ７０＝ｂｂｂ ３ 

9 暗証番号不一致の回数 ＡＴＳ７６＝ｂｂｂ ３ 

10 暗証番号入力促進音の間隔 ＡＴＳ７７＝ｂｂｂ ３０ 

11 暗証番号桁間のタイムアウト時間 ＡＴＳ７８＝ｂｂｂ ５０ 

12 グループ通報と暗証番号確認切断タイマーの設定時間 ＡＴＳ７９＝ｂｂｂ ６０ 

13 呼出音出力の種別 ＡＴＳ８０＝ｂｂｂ ０ 

14 音声の検知レベル ＡＴＳ８２＝ｂｂｂ ６ 

15 音声検知出力の持続時間 ＡＴＳ８３＝ｂｂｂ ５０ 

16 グループ通報手順 ＡＴ！Ａｑ １ 

17 応答手順 ＡＴ！Ｂｑ ０ 

18 識別自動着信の制御方法 ＡＴ！Ｃｑ ０ 

19 ＬＩＮＥ ＬＥＤを点灯する制御入出力や回線情報の選択 ＡＴ！Ｄ０＝ｃｃ ２４ 

20 ＵＳＥ ＬＥＤを点灯する制御入出力や回線情報の選択 ＡＴ！Ｄ１＝ｃｃ ３６ 

21 ＲＩＮＧ ＬＥＤを点灯する制御入出力や回線情報の選択 ＡＴ！Ｄ２＝ｃｃ ２８ 

22 ＰＯＷ ＬＥＤを点灯する制御入出力や回線情報の選択 ＡＴ！Ｄ３＝ｃｃ １６ 

23 「通常動作用」の暗証番号の登録 ＡＴ！Ｍ０＝ｎｎ・・・ｎ １２３４ 

24 「設定モード用」の暗証番号の登録 ＡＴ！Ｍ１＝ｎｎ・・・ｎ ９９９９ 

25 停電時、グループ通報を指定 ＡＴ！ＳＦ１６＝ｉｉ ０ 

26 フック入力の制御 ＡＴ！ＳＦ１７＝ｉｉ １４ 

27 ＤＴＭＦ信号によるオンフック制御 ＡＴ！ＳＦ４０＝ｉｉ ０ 

28 受話出力音声の再生制御（ＡＶのみ） ＡＴ！ＳＦ４５＝ｉｉ ０ 

29 回線エコーキャンセル機能を制御 ＡＴ！ＶＥｓ １ 

30 発信時の音声検知制御方法 ＡＴ！ＶＯｑ １ 

31 回線モニター制御 ＡＴ！ＶＰｓ ０ 

32 発信時の受話出力ミュート期間 ＡＴ！ＶＲｑ ０ 

33 発信時の送話入力ミュート期間 ＡＴ！ＶＳｑ ２ 

34 ＤＴＭＦミュート機能を制御 ＡＴ！ＶＴｓ １ 

35 リングバックトーン喪失検知時間 ＡＴ＃ＶＲＡ＝ｂｂｂ ２５ 

36 リングバックトーン検知タイムアウト ＡＴ＃ＶＲＮ＝ｂｂｂ １５０ 

37 電話番号の登録 ＡＴ＆Ｚｍｍ＝ｎｎ・・・ｎ  

※全てのコマンド操作は、表６－４で示す「ＡＴ＆Ｗ」を行なわない限り、電源を切ると失われます。 
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表６－４ 基本制御コマンド 

№ 設 定 項 目 ＡＴコマンド 

38 登録済みの設定に復元 ＡＴＺ 

39 出荷時の設定に復元 ＡＴ＆Ｆ１ 

40 設定の登録 ＡＴ＆Ｗ 

 

表６－５ 基本音声録音・再生制御コマンド（ＧＶのみ） 

№ 設 定 項 目 ＡＴコマンド 

41 録音済みの音声を消去 ＡＴ＃ＶＭＣ＝ｖｖ 

42 録音済みの音声を再生 ＡＴ＃ＶＭＰ＝ｖｖ 

43 音声の録音 ＡＴ＃ＶＭＲ＝ｖｖ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★特殊な使用方法にできる限り対応するため、本説明書の他にも様々なコマンドがあります。 

詳細は、別途「ＴＫ－７５９０Ａ／ＡＶ リファレンスマニュアル」をご参照下さい。 

 

ＴＫ－７５９０ＧにはＮＣＵボードのＴＫ－７５９０Ａを、ＴＫ－７５９０ＧＶにはＮＣＵボードのＴＫ－７５９０ＡＶを搭載しています。 

 

「ＴＫ－７５９０Ａ／ＡＶ リファレンスマニュアル」解説文中の記述で、 

・ 「ＡＶ」 は 「ＧＶ」 

・ 「受話出力」 は 「スピーカー（ＳＰ）」 

・ 「送話入力」 は 「マイク入力（ＭＩＣ）」 

・ 「ＣＮ８の№４」 は 「ＬＩＮＥ ＬＥＤ」 

・ 「ＣＮ８の№５」 は 「ＵＳＥ ＬＥＤ」 

・ 「ＣＮ８の№６」 は 「ＲＩＮＧ ＬＥＤ」 

・ 「ＣＮ８の№７」 は 「ＰＯＷ ＬＥＤ」 

にそれぞれ対応しています。 

 

また、「ＡＴ！Ｄ」のデフォルト設定が異なっています。 

ポイント 

ＡＴコマンドで使用している英小文字は、変更可能な値を示しています。 

以下に、その種類と値の範囲を示します。 

ｎｎ・・・ｎ : ０～９、＊、＃、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ（最大２８桁） 

ｓ : ０、１ 

ｑ  : ０～３ 

ｉｉ  : ００～１９ 

ｃｃ  : ００～４７ 

ｍｍ  : ００～７９ 

ｖｖ  : ００～９９ 

ｂｂｂ  : ０００～２５５ 

※特に指定がない限り、「ｎｎ・・・ｎ」、を除いて、0 は省略できます。 

これらは、変更可能な値であり、コマンドによっては、正常に動作する値の範囲があります。 
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■７ ＡＴコマンド 
ＡＴコマンドを使うと、一般的なパソコンから、設定の［変更］や［確認］ができます。 
本機背面のＲＳ-２３２ＣコネクタとパソコンのＲＳ－２３２Ｃコネクタを、ストレートケーブルで接続して下さい。 

 

A T コマンドを使うためには、TeraTerm(フリーソフト)などのターミナルモードで動作する通信ソフトウェアが必要です。 

通信設定は、１１５２００ｂｐｓ、８ビット、パリティなし、１ストップビット、ＲＴＳ／ＣＴＳによるハードウェアフロー制御にします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ATコマンドとは 

ATコマンドは、米国Hayes社が開発したコマンド体系で、非同期端末用の自動発着信方式の一種です。 

コマンドの大部分が“AT”で始まるところからこう呼ばれています。 

 

 

本装置における AT コマンドの構成 

本装置におけるATコマンドは「コマンド」と「リザルトコード」から成り立っています。 

「コマンド」は、パソコンから本装置に対し動作を指示するときに使用します。 

「リザルトコード」は、本装置からパソコンに対するコマンド実行結果の報告や着信の報告等に使用します。 

 

 

 

入力形式 

ATコマンドは次の形式で入力します。 

 A T   コマンド   CR   LF  

 

・文字は半角（英数字）を使用してください。 

・コマンドは、最大76文字まで入力できます。76文字を超えた場合はERRORをパソコンに返します。 

・複数のコマンドを連続して入力することもできます。 

・コマンドの中にはコマンドの後ろにパラメータを必要とするものがあります。このパラメータが省略された場合は、“0”とみなします。 

・CRは復帰文字でありコマンドの区切りを示します。復帰文字はS3レジスタで変更できますが、通常はそのままお使いください。 

・LFは省略できます。 

・LFは改行文字です。改行文字はS4レジスタで変更できますが、通常はそのままお使いください。 

・コードはアスキーを使用します。 

 

 

リザルトコード 

シリアルインターフェースで、コマンドを入力すると、コマンドに応じて、リザルトコードを返します。 

各リザルトコードは、＜ＤＬＥ＞を除いて、前後にキヤリッジリターンキャラクタとラインフィードキャラクタを付加します。 

＜ＤＬＥ＞は、透過モード用制御記号で、キャラクタ値は１６（１６進数表記：１０Ｈ）を示します。 

詳細は■８ リザルトコードで解説します。 

D-Sub 9 ﾋﾟﾝ コネクタ同士を 
ストレート接続してシリアル通信 ＡＣアダプタを接続 

図７－１ 



  - 9 -

表７-１ ＡＴコマンド詳細 （表６－３、４、５を順次解説します） 

№ 設 定 項 目 コマンド 解   説 

Ｓ０ 

1 

呼出信号の検知回数 

 

（呼出信号＝リング） 
Ｓ０＝ｂｂｂ  ［変更］ 

 

Ｓ０？     ［確認］ 

【範囲は０～２５５、デフォルトは０（３回）】 

呼出信号を指定回数検知すると、回線接続を行う。０を指定すると、自動着信

は行わない。 

周波数（１５～２０Ｈｚ）、メーク率（３３±２０％）と周期（３秒±２０％）の判定を行

ない、誤検知を軽減している。 

※設定モード中は、手動着信を除き１回の呼出信号検知で回線接続を行う。

Ｓ１ 

2 

話中音の検知回数 

 

（話中音＝ビジートーン） 
Ｓ１＝ｂｂｂ  ［変更］ 

 

Ｓ１？     ［確認］ 

【範囲は０～２５５、デフォルトは４（４回）】 

回線接続中に、話中音を指定回数検知すると、回線切断を行う。 

０を指定すると、話中音検知での回線切断は無効になる。 

周波数（４００±２０Ｈｚ）、メーク率（５０±２０％）と周期（１秒±２０％）の判定を

行ない、誤検知を軽減している。 

※送話入力（ＡＦＩＮ）に音声や雑音が入っている間は、話中音を検知できな

いことがある。 

Ｓ７ 
3 

回線接続から 

相手先応答までの待ち時間 

（回線接続＝オフフック） Ｓ７＝ｂｂｂ  ［変更］ 

Ｓ７？     ［確認］ 

【範囲は２０～１１９（１秒単位）、デフォルトは６０（６０秒）】 

発信時、回線接続（オフフック）から相手先の応答を検知するまでの時間が、

指定時間に達すると、回線切断（オンフック）を行う。 

Ｓ８ 

4 ダイヤルポーズ時間 
Ｓ８＝ｂｂｂ  ［変更］ 

Ｓ８？     ［確認］ 

【範囲は１～２５５（１秒単位）、デフォルトは２（２秒）】 

ダイヤル中、電話番号にポーズキャラクタがあると、指定時間が経過するまで

続く番号のダイヤルを休止する。 

※手動ダイヤルでは、ダイヤル方法がプッシュボタン式であれば、ポーズキャ

ラクタもダイヤルする。 

Ｓ２９ 

5 無音切断タイマー 
Ｓ２９＝ｂｂｂ ［変更］ 

Ｓ２９？    ［確認］ 

【範囲は０～２５５（１０秒単位）、デフォルトは０（無効）】 

回線接続中に、音声検知ができない状態が設定時間継続すると、回線切断

を行う。 

０を指定すると、無音切断タイマーは無効になる。 

※雑音で音声検知状態なり、無音切断タイマーが働かない事がある。音声が

小さすぎると音声検知ができない為、回線切断してしまう事がある。 

Ｓ３０ 
6 非活動切断タイマー 

Ｓ３０＝ｂｂｂ ［変更］ 

Ｓ３０？    ［確認］ 

【範囲は０～２５５（１０秒単位）、デフォルトは０（無効）】 

回線接続中に、有効なコマンド操作が行なわれない状態が設定時間継続す

ると、回線切断を行う。０を指定すると非活動切断タイマーは無効になる。 

Ｓ５８ 

7 ダイヤルポーズキャラクタ 
Ｓ５８＝ｂｂｂ ［変更］ 

Ｓ５８？    ［確認］ 

【範囲は４８～５７、４２、３５、６５～６８（０～９、＊、＃、Ａ～Ｄ）、 

デフォルトは４２ （＊）】 

ダイヤル中、電話番号にポーズキャラクタがあると、「ＡＴＳ８」コマンドで設定

した時間が経過するまで、続く番号のダイヤルを休止する。 

Ｓ７０ 

8 

情報受信端末起動信号の 

検知回数 

 

 

（情報受信端末起動信号＝ＣＡＲ）

Ｓ７０＝ｂｂｂ ［変更］ 

 

Ｓ７０？    ［確認］ 

【範囲は０～２５５、デフォルトは３（３回）】 

ＣＡＲを指定回数検知すると回線接続を行う。０を指定すると、ＣＡＲによる回

線接続は行なわない。 

周波数（１５～２０Ｈｚ）、メーク率（５０±２０％）と周期（１秒±２０％）の判定を行

ない、誤検知を軽減する。 

※ＣＡＲは、発信電話番号受信機能（ナンバーディスプレイ）が使用できる回

線で、呼出信号の前に送られる。 

※ＣＡＲを確認後に、回線に併設した電話機が着信した場合、回線モニター

で発信電話番号受信を試みる。万一、併設した電話機に悪影響を与える

場合、０を指定すれば、回線モニターも行なわない。 

 
つづく 
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№ 設 定 項 目 コマンド 解   説 

Ｓ７６ 

9 暗証番号不一致の回数 
Ｓ７６＝ｂｂｂ  ［変更］ 

Ｓ７６？     ［確認］ 

【範囲は０～２５５、デフォルトは３（３回）】 

暗証番号確認切中に、暗証番号の不一致回数が指定回数に達すると、回線

切断を行う。 

０を指定すると、暗証番号不一致回数での回線切断は、無効になる。 

Ｓ７７ 
10 暗証番号入力促進音の間隔 

Ｓ７７＝ｂｂｂ  ［変更］ 

Ｓ７７？     ［確認］ 

【範囲は０～２５５（０．１秒単位）、デフォルトは３０（３秒）】 

暗証番号入力待機中に、指定間隔で促進音を回線に重畳する。 

０を指定すると、暗証番号入力促進音は、無効になる。 

Ｓ７８ 
11 

暗証番号桁間の 

タイムアウト時間 Ｓ７８＝ｂｂｂ  ［変更］ 

Ｓ７８？     ［確認］ 

【範囲は１０～２５５（０．１秒単位）、デフォルトは５０（５秒）】 

暗証番号入力中に、暗証番号入力操作が行なわれない状態が、設定時間継

続すると、暗証番号不一致音を回線に重畳する。 

Ｓ７９ 
12 

グループ通報と暗証番号確認 

切断タイマー Ｓ７９＝ｂｂｂ  ［変更］ 

Ｓ７９？     ［確認］ 

【範囲は０～２５５ （１秒単位）、デフォルトは６０（６０秒）】 

グループ通報や暗証番号確認中に設定時間が経過すると回線切断を行う。 

０を指定すると、暗証番号確認切断タイマーは、無効になる。 

Ｓ８０ 

13 呼出音出力の種別 Ｓ８０＝ｂｂｂ  ［変更］ 

 

Ｓ８０？     ［確認］ 

０：無音 （デフォルト）、 

１：４００Ｈｚを１６Ｈｚで変調した信号 

２：５５０Ｈｚを１６Ｈｚで変調した信号 

３：１ＫＨｚを１６Ｈｚで変調した信号 

４：４００Ｈｚと５５０Ｈｚの交互信号 

５：５５０Ｈｚと１ＫＨｚの交互信号 

※回線交換機によって、最初の呼出信号が短くなり、１回目の呼出音が出力

できない事がある。 

Ｓ８２ 

14 音声の検知レベル 
Ｓ８２＝ｂｂｂ  ［変更］ 

Ｓ８２？     ［確認］ 

【範囲は０～１５（－３６ｄＢｍ～－５１ｄＢｍ、－１ｄＢｍ単位）、 

デフォルトは６（－４２ｄＢｍ）】 

回線の音声が設定レベルを超えると、音声検知状態になる。 

※設定値が大きいほど小さい音声を検知できるようになるが、雑音で音声検知

してしまうことがある。 

Ｓ８３ 
15 音声検知出力の持続時間 

Ｓ８３＝ｂｂｂ  ［変更］ 

Ｓ８３？     ［確認］ 

【範囲は０～２５５（０．０１秒単位）、デフォルトは５０（０．５秒）】 

音声検知後、音声検知できない状態が設定時間内であれば、音声検知をＯＮ

のままにする。０を指定すると、音声検知の持続は、無効になる。 

！Ａ 
16 グループ通報手順 

！Ａｑ     ［変更］ 

！Ａ？    ［確認］ 

０：応答のみ 

１：暗証番号確認（デフォルト） 

２：一斉（グループ全員） 

！Ｂ 

17 応答手順 
！Ｂｑ     ［変更］ 

！Ｂ？    ［確認］ 

着信時やグループ通報以外で発信し、着信先の応答を検知したとき、暗証番

号確認を行なうことができる。 

０：無手順（デフォルト） 

１：暗証番号確認 

！Ｃ 

18 識別自動着信の制御方法 ！Ｃｑ     ［変更］ 

 

！Ｃ？    ［確認］ 

０：識別自動着信無効（デフォルト）、 

１：電話番号がグループ１に属するメモリー内容と一致するとき、自動着信を許

可。 

２：電話番号がグループ１～３に属するメモリー内容と一致するとき、自動着信

を許可。 

※識別自動着信を行なうには、発信電話番号受信機能（ナンバーディスプレ

イ）に対応した回線に接続する必要がある。 

 
つづく 
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№ 設 定 項 目 コマンド 解   説 

！Ｄ 

19 

20 

21 

22 

ＬＥＤを点灯する 

制御入出力や 

回線情報選択 

 

（■１１ ＬＥＤの用途変更参照） 

！Ｄｑ＝cc   ［変更］ 

 

！Ｄｑ？    ［確認］ 

【ｑ は対象番号、 ｃｃ は回線情報の選択番号】 

●対象番号 

０：ＬＩＮＥ、 １：ＵＳＥ、 ２：ＲＩＮＧ、 ３：ＰＯＷ 

●選択番号 

１６：電源入力状態、１８：制御出力１８、１９：制御出力１９、２０：制御出力２０、

２１：制御出力２１、２３：着信/着信先応答検知状態、２４：フック状態、 

２５：受話回路動作状態、 ２７：回線電流検知状態、 

２８：呼出信号検知状態、 ３０：回線使用可能状態、 ３１：回線極性、 

３２：コールプログレストーン検知状態、 ３３：音声検知状態、 

３４：グループ通報状態、 ３６：回線使用禁止状態 ４０：着信メモリー 

※出荷時の設定は、ＬＩＮＥがフック状態、ＵＳＥが回線使用禁止状態、ＲＩＮＧ

が呼出信号検知状態で、ＰＯＷが電源入力状態、になる。 

！Ｍ 
23 

24 
暗証番号の登録 

！Ｍｓ＝ｎｎ・・・ｎ ［変更］

！Ｍｓ？      ［確認］

【ｓ はメモリー番号、 ｎｎ・・・ｎ は変更する暗証番号】 

メモリー番号０：通常動作用、デフォルトは「１２３４」 

メモリー番号１：設定モード用、デフォルトは「９９９９」 

！ＳＦ１６ 

25 停電時のグループ通報 
！ＳＦ１６＝ｉｉ  ［変更］ 

！ＳＦ１６？   ［確認］ 

バックアップ電源入力端子に電池等を接続した状態で、ＡＣアダプターの電圧

が低下すると、グループ通報を開始する。 

０：無制御（デフォルト） 

１５：グループ通報   （バックアップ電源入力端子＝ＡＵ１のＣＮ１３） 

！ＳＦ１７ 
26 

フック入力の制御 

（フック入力＝ＡＣＣの№６） ！ＳＦ１７＝ｉｉ  ［変更］ 

！ＳＦ１７？   ［確認］ 

０：無制御 

１０：スピーカー（ＳＰ）音声再生（ＧＶのみ） 

１４：フック制御（デフォルト） 

１５：グループ通報 

！ＳＦ４０ 
27 

ＤＴＭＦ信号による 

回線切断制御 ！ＳＦ４０＝ｉｉ  ［変更］ 

！ＳＦ４０？   ［確認］ 

回線接続中に、ＤＴＭＦ信号「９＃」を検知すると、回線切断を行なう。 

０：無制御（デフォルト） 

１２：回線切断制御 

！ＳＦ４５ （ＧＶのみ） 

28 音声再生制御 ！ＳＦ４５＝ｉｉ  ［変更］ 

 

！ＳＦ４５？   ［確認］ 

回線接続中に、ＤＴＭＦ信号「８＊ｖｖ」を検知すると、スピーカー出力（ＳＰ）に

音声再生を行なう。「ｖｖ」は音声メモリー番号で「００」～「０９」を指定するときも

「０」は省略できない。 

音声再生中に、ＤＴＭＦ信号「８＃」を検知すると、音声再生を中止する。 

※スピーカー出力（ＳＰ）に対する音声再生は回線切断しても継続する。 

０：無制御（デフォルト） 

１１：音声再生制御 

！ＶＥ 

29 回線エコーキャンセル機能 
！ＶＥｓ    ［変更］ 

！ＶＥ？   ［確認］ 

回線エコーキャンセル機能を有効にすると、マイク入力（ＭＩＣ）の音声が、スピ

ーカー出力（ＳＰ）に洩れにくくなる。 

０：回線エコーキャンセル機能は無効 

１：回線エコーキャンセル機能は有効（デフォルト） 

！ＶＯ 

30 
発信時の音声検知 

制御方法 ！ＶＯｑ    ［変更］ 

 

！ＶＯ？   ［確認］ 

発信時、音声検知が働いたときに行なう動作を決める。 

０：非制御 

１：呼出音検知後の音声検知により、着信先が応答したものとする。（デフォル

ト） 

２：呼出音検知前の音声検知は回線切断を行い、検知後の音声検知は着信先

が応答したものとする。 

３：音声を検知すると着信先が応答したものとする。 

！ＶＰ 

31 回線モニター制御 ！ＶＰｓ    ［変更］ 

 

！ＶＰ？   ［確認］ 

回線に併設した電話機のオフフック時、回線モニターを行なうかどうかを決め

る。 

０：非制御（デフォルト） 

１：回線モニター 

※回線モニターは通常のオフフックとは異なり、回線に音声を重畳する為の出

力が入らない。それに伴い、回線のインピーダンスを高く保てるので回線に併

設した電話機に及ぼす影響を最小限に止める事ができる。 

つづく 
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№ 設 定 項 目 コマンド 解   説 

！ＶＲ 

32 
発信時のスピーカー出力（ＳＰ） 

ミュート期間 ！ＶＲｑ    ［変更］ 

 

！ＶＲ？   ［確認］ 

発信時、スピーカー出力（ＳＰ）を、回線に重畳するタイミングを決める。 

０：オフフック後（デフォルト） 

１：呼出音検知後 

２：着信先応答検知後 

※着信時は当該設定に無関係に回線の音声をスピーカー（ＳＰ）に出力

する。 

！ＶＳ 

33 
発信時のマイク入力（ＭＩＣ） 

ミュート期間 ！ＶＳｑ    ［変更］ 

 

！ＶＳ？   ［確認］ 

グループ通報以外での発信時、マイク入力（ＭＩＣ）の音声を、回線に重

畳するタイミングを決める。 

０：オフフック後 

１：呼出音検知後 

２：着信先応答検知後（デフォルト） 

※着信時は当該設定に無関係にマイク入力（ＭＩＣ）の音声を回線に重畳

する。グループ通報では、着信先応答検知後になる。 

！ＶＴ 

34 ＤＴＭＦミュート機能 ！ＶＴｓ    ［変更］ 

 

！ＶＴ？   ［確認］ 

ＤＴＭＦミュート機能を有効にすると、ＤＴＭＦ信号を検知中はスピーカー

（ＳＰ）を無音にする。 

０：ＤＴＭＦミュート機能は無効 

１：ＤＴＭＦミュート機能は有効（デフォルト） 

※ＤＴＭＦミュート機能を有効にすると、ＤＴＭＦ信号がスピーカー（ＳＰ）

に洩れないようにするため、６４ｍｓの音声遅延が入る。 

＃ＶＲＡ 

35 

呼出音喪失検知時間 

 

（呼出音＝リングバックトーン） ＃ＶＲＡ＝ｂｂｂ  ［変更］ 

＃ＶＲＡ？     ［確認］ 

【範囲は０～２５５（０．１秒単位）、デフォルトは２５（２．５秒）】 

発信時、呼出音を検知後、指定時間呼出音が検知できないときに着信先

応答検知する。 

０にすると呼出音喪失による着信先応答検知は行なわない。 

＃ＶＲＮ 

36 

呼出音検知タイムアウト 

 

（呼出音＝リングバックトーン） ＃ＶＲＮ＝ｂｂｂ  ［変更］ 

＃ＶＲＮ？     ［確認］ 

【範囲は０～２５５（０．１秒単位）、デフォルトは１５０（１５秒）】 

発信時、指定時間呼出音が１回も検知できないときに、着信先応答検知

する。 

０にすると呼出音検知タイムアウトによる着信先応答検知は行なわない。 

＆Ｚ 

37 電話番号の登録 ＆Ｚｍｍ＝ｎｎ・・・ｎ ［変更］

 

＆Ｚｍｍ？      ［確認］

「ｍｍ」はメモリー番号、 「ｎｎ・・・ｎ」が設定する電話番号。 

メモリー番号  ０ ～  ９ ： グループ０ 

メモリー番号 １０ ～ １９ ： グループ１ 

メモリー番号 ２０ ～ ２９ ： グループ２ 

メモリー番号 ３０ ～ ３９ ： グループ３ 

グループ通報や識別自動着信に使用するこれら４つのグループには、予

めメモリー番号が割り当てられている。  

※ 電話番号表記で使う「－」 は無視する。 

38 登録済みの設定で復元 Ｚ 登録済みの設定で復元を行なう。 

39 出荷時の設定 ＆Ｆ１ 
出荷時の設定で復元を行なう。 

※誤って、「１」 を付けずに「＆Ｆ」を行うと通信できなくなるので要注意。 

40 現在の設定の登録 ＆Ｗ 現在の設定の登録を行なう。 

41 録音済み音声の消去 ＃ＶＭＣ＝ｖｖ （ＧＶのみ）

＃ＶＭＣ＝ｖｖ    指定した音声メモリー番号の内容消去。 

指定範囲は０～９９。 

＃ＶＭＣ＝ＡＬＬ    全音声メモリーの内容消去。 

※消去は１秒～最長１６０秒かかるので、消去中、電源が落ちないように

要注意。 

42 録音済み音声の再生 ＃ＶＭＰ＝ｖｖ （ＧＶのみ） 
録音済み音声の再生を行なう。 

「＝」を付加せず「ＡＴ＃ＶＭＰ」を送ると、音声の再生を中止する。 

43 音声の録音 ＃ＶＭＲ＝ｖｖ （ＧＶのみ） 
音声の録音を行なう。 

「＝」を付加せず「ＡＴ＃ＶＭＲ」を送ると、音声の録音を終了する。 

※全てのコマンド操作は、「ＡＴ＆Ｗ」を行なわない限り、電源を切ると失われます。                    以上 
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■８ リザルトコード 

 シリアルインターフェースでコマンドを入力すると、コマンドに応じて、リザルトコードを返します。 

 各リザルトコードは、＜ＤＬＥ＞を除いて、前後にキヤリッジリターンキャラクタとラインフィードキャラクタを付加します。 

 ＜ＤＬＥ＞は、透過モード用制御記号で、キャラクタ値は１６（１６進数表記：１０Ｈ）を示します。 

 

 ◆ＯＫ 

  コマンドを受け付けたときに返します。 

 

 ◆ＥＲＲＯＲ 

  未定義のコマンドや、コマンドの値の範囲を外れていて、受け付けなかったときに返します。 

 

 ◆ＥＲＡＳＥ Ｎｏ．（ＧＶのみ） 

  音声の消去を開始したときに返します。 

  「Ｎｏ．」の後に、対象の音声メモリー番号を付加します。 

 

 ◆ＰＬＡＹＢＡＣＫ Ｎｏ．（ＧＶのみ） 

  音声の再生を開始したときに返します。 

  「Ｎｏ．」の後に、対象の音声メモリー番号を付加します。 

 

 ◆ＲＥＣＯＲＤ Ｎｏ．／ＡＬＬ（ＧＶのみ） 

  音声の録音を開始したときに返します。 

  「Ｎｏ．」の後に、対象の音声メモリー番号を付加します。 

 

 ◆ＮＯ ＲＥＣＯＲＤ（ＧＶのみ） 

  指定した音声メモリー番号が録音されていないときに返します。 

 

 ◆＜ＤＬＥ＞＜ＥＴＸ＞（ＧＶのみ） 

  音声録音・再生や消去が終了したときに返します。 

  前後にキヤリッジリターンキャラクタやラインフィードキャラクタは付加しません。 

 ＜ＥＴＸ＞のキャラクタ値は３（１６進数表記：０３Ｈ）を示します。 
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[メモ]
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■９ グループ通報 

状態変化を検知したとき、あらかじめ登録した電話番号へ自動通報を行う機能です。 

本機には「停電したことを知らせる」する通報と、「フック入力が短絡したことを知らせる」する通報の２種類があります。 

いずれも場合も、電話番号の登録（設定項目№37）で、グループ０に登録したメモリー番号０～９の電話番号を、順にダイヤル 

して行きます。該当するメモリー番号に電話番号が登録されていないときは、グループ通報は行いません。 

また、通報の手順には、応答のみ、暗証番号確認（デフォルト）、一斉（グループ全員）があります。（設定項目№16） 

 

◆通報の種類と設定 

○停電時の「グループ通報」を設定するには 

「ＡＴ！ＳＦ１６＝１５」によりグループ通報を指定します。（設定項目№25） 

バックアップ電源入力（ＡＵ１のＣＮ１３）に電池等を接続し、ＡＣアダプターの電圧が低下するとグループ通報を開始します。 

※電池スナップ付きバックアップ電池用ＢＯＸはオプションです。 

 

○フック入力の制御により「グループ通報」を設定するには 

「ＡＴ！ＳＦ１７＝１５」によりグループ通報を指定します。（設定項目№26） 

フック入力（ＡＣＣの№６）とＧＮＤ（ＡＣＣの№７）を短絡すると、グループ通報を開始します。 

 

 

◆通報の手順 

○応答のみ は、着信先の応答を検知するまでグループ通報を継続します。 

着信先の応答を検知するとグループ通報を終了します。 

 

○暗証番号確認 は、着信先の応答を検知しても、暗証番号が一致するまではグループ通報を継続します。 

暗証番号が一致するとグループ通報を終了します。 

設定項目№12 で設定された時間を過ぎると、次のメモリー番号の呼び出しに移ります。 

 

○一斉（グループ全員） は、グループ全員の着信先の応答を検知するまではグループ通報を継続します。 

・グループ全員の着信先の応答を検知するとグループ通報を終了します。 

・着信先の応答を検知したメモリー番号にリダイヤルすることはありません。 

・該当する電話番号メモリーに１件しか電話番号が登録されていないときは、応答のみ の動作と同じになります。 

・ひとつのメモリー番号の呼び出し時間は、設定項目№12 で設定された時間です。（デフォルトは 60 秒）この時間を過ぎると

次のメモリー番号の呼び出しに移ります。 

 

 

 

◆グループ通報は基本的に音声によるもので、音声メモリー搭載のＴＫ－７５９０ＧＶのご使用をおすすめします。 

ＴＫ－７５９０Ｇ（音声メモリー無し）の場合は、無音になります。 

着信先の応答を検知すると、音声メモリー№０と音声メモリー№１の録音内容が自動再生されます。 

但し通報の手順が「暗証番号確認」のときは、着信先の応答を検知すると、先ず音声メモリー№０の録音内容が自動再生され、 

暗証番号が一致すると、続いて音声メモリー№１の録音内容が再生されます。 
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◆グループ通報のながれ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【グループ通報における関連設定項目】 

№37：電話番号の登録 

№16：グループ通報手順 

№25：停電時のグループ通報 

№26：フック入力の制御 

№12：グループ通報と暗証番号確認切断タイマー 

 

 

 

 

 

設定例）  

通報手順を「応答のみ」とし、グループ０に電話番号「０８２７-２４-００８１」と「０８２７-２４-１４４４」を登録する場合 

     ・出荷時の設定に戻すため、「ＡＴ＆Ｆ１」を入力します。 

     ・グループ通報を行なうため、「ＡＴ！ＳＦ１７＝１５」を入力します。 

     ・通報手順を「応答のみ」にするため、「ＡＴ！Ａ０」を入力します。 

     ・グループ０に電話番号「０８２７-２４-００８１」を登録するため、 

「ＡＴ＆Ｚ＝０８２７２４００８１」を入力します。（メモリー番号０に登録される） 

     ・グループ０に電話番号「０８２７-２４-１４４４」を登録するため、 

「ＡＴ＆Ｚ１＝０８２７２４１４４４」を入力します。（メモリー番号１に登録される） 

     ・設定をフラッシュメモリーに保存するため、「ＡＴ＆Ｗ」を入力します。 

 

 

「停電」 または 

「フック入力」 

「応答のみ」通報 

「一斉（グループ全員）」通報 

「暗証番号確認」通報 

「グ
ル
ー
プ
０
」に
登
録
し
た 

電
話
番
号
を
コ
ー
ル
す
る 

（メ
モ
リ
ー
番
号 

０ 

～ 

９
） 

誰かひとりの応答を確認 

グループ全員の応答を確認 

誰かひとりの暗証番号を確認 
終
了 
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■１０ ＤＴＭＦ信号による操作 

 オフフック（回線接続）中、ＤＴＭＦ信号により幾つかの操作を行なうことができますが、デフォルトでは禁止しています。 

 ＤＴＭＦ信号による操作の有効化コマンド（表１０－１）を入力することで、操作が可能になります。 

 各操作は、電話番号メモリー№５９～№６９に登録してあり、「ＡＴ＆Ｚ」コマンドで異なる操作に変更できます。 

 

表１０－１ ＤＴＭＦ信号による操作の有効化コマンド 

操   作 ＡＴコマンド 

ＬＩＮＥ ＬＥＤの点灯／消灯 ＡＴ！Ｄ０＝１８ 

ＵＳＥ ＬＥＤの点灯／消灯 ＡＴ！Ｄ１＝１９ 

ＲＩＮＧ ＬＥＤの点灯／消灯 ＡＴ！Ｄ２＝２０ 

ＰＯＷ ＬＥＤの点灯／消灯 ＡＴ！Ｄ３＝２１ 

オンフック（回線切断） ＡＴ！ＳＦ４０＝１２ 

スピーカー（ＳＰ）音声再生（ＧＶのみ） ＡＴ！ＳＦ４５＝１１ 

 

  

・ＬＩＮＥ ＬＥＤの点灯／消灯 

  ＤＴＭＦ信号「１＊」で点灯し、ＤＴＭＦ信号「１＃」で消灯します。 

  この操作は、電話番号メモリー№６０（消灯用）と電話番号メモリー№６１（点灯用）に登録しています。 

 

・ＵＳＥ ＬＥＤの点灯／消灯 

  ＤＴＭＦ信号「２＊」で点灯し、ＤＴＭＦ信号「２＃」で消灯します。 

  この操作は、電話番号メモリー№６２（消灯用）と電話番号メモリー№６３（点灯用）に登録しています。 

 

・ＲＩＮＧ ＬＥＤの点灯／消灯  ＤＴＭＦ信号「３＊」で点灯し、ＤＴＭＦ信号「３＃」で消灯します。 

  この操作は、電話番号メモリー№６４（消灯用）と電話番号メモリー№６５（点灯用）に登録しています。 

 

・ＰＯＷ ＬＥＤの点灯／消灯 

  ＤＴＭＦ信号「４＊」で点灯し、ＤＴＭＦ信号「４＃」で消灯します。 

  この操作は、電話番号メモリー№６６（消灯用）と電話番号メモリー№６７（点灯用）に登録しています。 

 

・オンフック（回線切断） 

  ＤＴＭＦ信号「９＃」でオンフック（回線切断）を行ないます。 

  この操作は、電話番号メモリー№５９に登録しています。 

 

・スピーカー（ＳＰ）音声再生（ＧＶのみ） 

  ＤＴＭＦ信号「８＊ｖｖ」で音声再生を開始し、ＤＴＭＦ信号「８＃」で再生を中止します。 

  「ｖｖ」は音声メモリー番号で、「００」～「０９」を指定するときも「０」は省略できません。 

  この操作は、電話番号メモリー№６８（再生中止用）と電話番号メモリー№６９（再生開始用）に登録しています。 

  ※電話番号メモリー№６９の登録は、「８＊ＤＤ」になっていて、「ＤＤ」の部分を音声メモリー番号として扱うようになっています。 

 

 
 
■１１ ＬＥＤの用途変更 （設定項目№19～22 の詳細） 

出荷時の設定では、フロントの４個のＬＥＤは、 

・ＬＩＮＥ ： フック状態、 

・ＵＳＥ ： 回線使用禁止状態、 

・ＲＩＮＧ ： 呼出信号検知状態、 

・ＰＯＷ ： 電源入力状態 

になっていますが、「ＡＴ！Ｄ」コマンドで、異なる用途に変更することができます。 
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表１１－１ 主な選択番号と動作の関係 

選択番号 信 号 名 動    作 

１６ 電源入力状態 ＤＣジャック（ＤＣ１２Ｖ）から電圧を検知するとＯＮ、非検知（停電）でＯＦＦ 

１８ 制御出力１８ ＤＴＭＦ信号やコマンドによりＯＮ／ＯＦＦ 

１９ 制御出力１９           〃 

２０ 制御出力２０           〃 

２１ 制御出力２１           〃 

２３ 着信／着信先応答検知状態 着信時と、発信時に着信先の応答を検知するとＯＮ、オンフック（回線切断）でＯＦＦ 

２４ フック状態 オフフック（回線接続）中はＯＮ、オンフック（回線切断）でＯＦＦ 

２５ 受話回路動作状態 オフフック（回線接続）中と回線モニター動作中ＯＮ 

２７ 回線電流検知状態 オフフック（回線接続）中、回線電流が基準値を上回っている間ＯＮ 

２８ 呼出信号検知状態 呼出信号（リング）を検知している間ＯＮ 

３０ 回線使用可能状態 併設している電話機が無いか、使用していなければＯＮ、使用中であればＯＦＦ 

３１ 回線極性 接続している回線の極性がリバース状態でＯＮ、ノーマル状態でＯＦＦ 

３２ コールプログレストーン検知状態 ４００Ｈｚのトーン信号を検知している間ＯＮ 

３３ 音声検知状態 音声や、音声に近い信号を検知している間ＯＮ 

３４ グループ通報状態 グループ通報を開始するとＯＮ、グループ通報が終了するとＯＦＦ 

３６ 回線使用禁止状態 併設電話機等が使用（オフフック）中はＯＮ、オンフック（回線切断）でＯＦＦ 

４０ 着信メモリー 着信時にＯＮ、フック入力（ＡＣＣの№６）をＧＮＤ（ＡＣＣの№７）に短絡するとＯＦＦ 

 ※着信／着信先応答検知状態と着信メモリーは、応答手順を暗証番号確認にすると、暗証番号が一致するまでＯＮしません。 

 

 ○応用例 

  ・選択№３４のグループ通報状態を使用し、電話回線中継用のモジュラージャック（ＲＥＬＡＹ）に併設電話機を接続することで、 

グループ通報中は、併設電話機を切断することができます。 

  ・選択№４０の着信メモリーを使用し、ランプを点灯させる等を行なうことで、席を外していても、着信を知らせることができます。 

   ※電話回線中継用のモジュラージャック（ＲＥＬＡＹ）を接点出力に変更する方法は、表６－１を参照下さい。 

 

 

■１２ オプション 
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